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法

経

書

記

事

法
総
合
論
議
第
五
時
特
設
行
後
今
日
に
至
る
ま
で
に
、
本
品
目
は
七
闘
の

例
舎
を
開
い
て
合
員
の
研
究
報
告
を
行
ひ
、
的
共
の
閃
一
氏
入
合
一
氏

退
合
し
た
。
即
ち
次
の
如
〈
で
あ
る
。

昭

和

十

三

年

第
七
十
一
回
、
三
月
十
六
日
、
曾
攻
孝
之
「
日
本
精
脚
に
就
て
」

係
七
十
二
回
、
四
月
三
十
日
、
稔
阿
武
雄
「
土
地
に
関
す
る
線
湾
問
明
的

考
祭
(
土
地
所
得
〉
」

第
七
十
一
一
一
閲
、
六
月
二
十
九
日
、
荒
又
捺
「
ヱ
業
経
済
皐
の
構
成
に
就

て」

館
七
十
四
回
、
七
月
二
十
四
日
、
法
法
侃
「
琉
球
の
話
」

第
七
十
五
回
、
十
月
二
十
三
日
、
佐
藤
昌
彦
「
ア
メ
リ
カ
の
中
立
法
に

就
て
」
(
工
藤
元
氏
合
員
と
な
る
、
曾
員
現
在
数
十
八
名
)

第
七
十
六
回
、
十
一
月
二
十
日
、
高
倉
新
一
郎
「
北
海
遺
膏
土
人
保
護

法
に
就
て
」

第
七
十
七
閥
、
十
二
月
二
十
七
日
、
南
餓
綴
「
明
治
維
新
前
に
於
け
る
北

滋
惑
の
農
業
事
情
、
主
と
し
て
開
畑
耕
作
地
殻
展
の
随
解
約
説
明
、
」

〈
昭
和
十
三
年
一
日
諮
積
秀
二
郎
氏
退
合
、
合
員
現
在
致
十
七
名
〉

雑

寺詰

口
寄
贈
園
害
並
雑
誌

法

律

時

報

主

計

合

報

告

同

志

舷

論

議

鳥
取
農
箆
-
h
官
級

関
西
大
祭
研
究
論
集

関

西

大

翠
A

吋
報

民

間

停

承

早

稲

問

向

泉

大

倉

挙

合

誌

卸
箆
(
批
滋
U

物
侵

零
(
小
)
質
物
債

研

究

論

集

ま霊

拙

阿

集

誌

土
地
所
有
の
分
化

地

租

宥

税

論

職
橋
立
法
と
し
て
の
小
作
法

滞
洲
岡
総
出
品
詳
細
統
計

康
裕
一
沼
、
二
年
度

浦
湖
歯
謀
総
験
入
品
詳
細
統
計

康
徳
元
、
二
年
度

司康
徳
一
一
、
三
年
度

日

本

評

論

社

海

軍

省

主

計

合

同

志

枇

法

摂

合

鳥

取

岱

血
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台

関

西
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風

子

A
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承

の

令
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阿
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泉
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孜

合

大
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高
等
商
業
革
技
研
究
室

荷

捌

図

経

済

滞

間

務

司
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高
岡
高
等
向
業
間
余
校
研
究
合

日

本

大

感

商

経

翠
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研
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京

大
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都
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規
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ill!f， 

孝昌

口
法
経
曾
論
叢
線
要
目

(
到
綿
ト
糊
)

一

穂

北
海
道
に
於
け
る
農
作
中
心
の
移
動
に
闘
す
る
研
究

第

荒

又

操

ア
エ
ル
ナ
I
敬
授
の
闘
民
財
産
評
債
論
早
川
三
代
治

古
典
的
議
合
制
度
の
矧
溶
〔
執
政
府
の
披
大
強
化
的
傾
向
)

小
林
巳
智
次

我

闘

の

漁

業

労

働

紹

介

制

度

今

回

裕

二

債
依
論
(
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
経
済
問
唱
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
)

松

岡

武

雄

南

鈴

綴

佐

藤

昌

彦

高
倉
新
一
郎

波

遜

侃

前
松
前
務
の
産
業
政
策
(
序
説
施
政
方
針
〉

清
算
法
人
の
性
質

北
海
道
ア
イ
ヌ
の
枇
合
生
訴

乳
牛
飼
養
育
成
の
経
済
問
題

第

=

輯

樺

太

の

拓

殖

及

農

地

敢

に

就

て

中

島

九

郎

ク
ー
ル
ノ
1
の
凶
際
貿
易
理
論
に
到
す
る
パ
レ

l
ト
の
批
評

早
川
三
代
治

ニ

側

の

良

家

絞

済

調

査

例

一

部

渡

遜

侃

総
本
郊
に
於
け
る
米
段
岱
収
量
の
推
移
と
勤
務

出

品

又

捺

一
七
四

三一頁

明
治
維
新
前
北
海
道
に
於
け
る
絞
人
の
出
入
改
め
制
度
に
就
て

市

鍛

孫

一
一
一
際
時
代
に
於
け
る
ア
イ
ヌ
勤
良
策
高
倉
新
一
郎

犯

罪

者

の

自

己

隷

護

佐

藤

昌

彦

農

相

場

規

則

の

法

律

的

研

究

小

林

巳

智

次

フ
ラ
〉
ス
法
に
於
け
る
ア
パ
ー
ト
メ
シ
ト
所
有
機
に
就
て

土

屋

四

郎

校

阿

武

雄

上
原
磁
三
郎

宕ぎ

土
地
に
閲
す
る
経
済
率
的
一
考
察

7

ア
シ
ヨ
伊
太
利
の
人
口
政
策

第

三

輯

伯

閣

の

移

民

制

限

問

題

上

原

轍

一

一

一

郎

来

北

地

方

に

於

け

る

小

作

取

締

制

度

小

林

巳

智

次

旭

川

市

に

於

け

る

所

得

分

布

早

川

三

代

治

良
村
枇
合
患
に
於
け
る
基
礎
的
諮
問
題
に
就
て
池

間

訟

日

長

五

六

北
米
合
衆
闘
に
於
け
る
所
諮

J10Hロ
ロ
昨
日
々
句
。
宮
内
田
仲
間
口

K
H
2
g
n
z

出

自

に

就

て

伊

藤

俊

夫

児

設

の

設

言

佐

藤

昌

彦

世

界

の

漁

獲

統

計

資

料

今

悶

清

二

明

治

維

新

前
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江

戸

時

代

に

於

け

る

蝦

夷

地

移

民

論

高

倉

新

一

郎

満
蒙
農
業
移
民
事
業
の
現
段
階
に
於
け
る
民
間
合
枇
の
意
義

矢

島

武

農

村

集

聞

の

構

成

に

就

て

池

問

中

五

百

長

魅

鱒

漁

業

と

蕃

殖

保

護

の

笈

際

今

回

出

師

二

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
職
能
代
表
論
の
務
傾
向
小
林
巴
智
次

北
米
合
衆
図
に
於
け
る
佳
作
物
吹
穫
滋
恕
調
査

t
A

又

師

陣

農

産

物

侭

絡

縁

側

の

桁

彬

伊

藤

俊

夫

北

海

道

綾

済

文

化

の

基

礎

的

保

件

南

銭

綴

佐
藤
男
、
稲
岡
田
刀
共
著
「
世
界
農
業
史
論
」
中
島
九
郎

m溢
箸
「
験
後
欧
洲
に
於
け
る
土
地
制
皮
改
怠
・
史
論
」

川

村

琢

荒

又

採

上
原
級
三
郎

山
岡
部
時
「
ゼ
ド
ル
マ
イ
ヤ

l
小
農
相
似
密
接
」

高
阿
博
士
「
棒
太
農
業
殖
民
問
題
」

第

五

韓

百

貨

応

に

於

け

る

特

殊

犯

罪

佐

藤

昌

彦

糠

利

滋

周

辺

論

と

其

の

融

政

炭

小

林

巳

智

次

段

業

脇

陣

動

と

景

気

循

環

と

の

関

係

伊

藤

俊

夫

護
潟
と
北
海
道
と
の
農
業
上
生
産
力
の
比
較
波
議
侃

満

洲

農

業

移

民

の

一

形

態

上

原

級

三

郎

農

村

信

仰

の

諮

問

題

池

同

議

長

嘆
太
利
の
植
民
合
枇
案
ハ
ン
ス
ニ
ア
ハ
ン
ト
の
所
説
矢

島

雑

報

武

小
作
規
則
の
後
炭
並
に
比
較
に
闘
す
る
研
究
資
料小
林
巳
符
次

伊

藤

俊

夫

川

村

琢
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農
政
同
学
議
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先
生
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タ
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ハ
イ
ム
若
『
農
業
政
策
』
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編

韓

一
七
六

後

記

サ
ッ
ポ
ロ
が
我
岡
北
方
文
化
の
中
心
地
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
や
が
て
七
十
年
に
も
な
る
が
、
北
大
に
は
未
だ
に
法
文
科
が
設

け
ら
れ
な
い
。
京
裁
宇
奈
北
に
さ
へ
既
に
往
設
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
比
べ
れ
ば
甚
だ
寂
容
の
感
に
叶
唱
え
な
い
。
自
然
科
町
内
+
の
研
究
だ

け
で
は
民
の
凶
民
文
化
の
設
建
は
完
墜
を
期
し
縫
い
と
と
は
喋
々
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

併
し
な
が
ら
、
何
時
ま
で
も
政
府
の
施
設
に
だ
け
望
を
酬
糊
し
て
扶
手
傍
観
し
て
居
っ
て
も
妨
ま
ら
な
い
。
仮
令
規
模
は
少
な
り

と
錐
ど
も
、
人
文
科
患
に
関
係
の
あ
る
我
#
は
お
互
ひ
に
研
銭
の
念
を
助
け
合
っ
て
鶏
抽
出
し
ゃ
う
。
斯
う
い
ふ
気
持
も
手
停
っ
て

縫
接
部
の
一
隅
に
あ
る
農
業
経
済
愚
科
の
教
師
帆
員
が
中
心
と
な
り
、
昭
和
三
年
十
二
月
、
法
総
合
を
創
設
し
て
か
ら
阪
に
約
十
年

を
怒
た
。
其
の
間
休
暇
中
を
除
き
大
低
月
ご
聞
の
餅
究
合
と
、
今
度
で
六
斡
の
論
議
を
竣
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
外
に
高

附
博
士
在
職
飽
念
論
文
集
「
良
政
と
印
税
済
」
を
も
公
に
し
て
ゐ
る
。

。

我
が
農
業
総
務
教
室
は
札
幌
仇
民
事
校
の
頃
か
ら
の
永
い
歴
史
の
複
に
は
多
〈
の
人
材
を
我
閣
の
各
方
商
に
会
m
y
向
し
、
創
業
の

佐
藤
田
刀
健
を
始
必
、
務
渡
戸
博
士
の
如
き
、
何
れ
も
閥
際
的
に
盤
春
の
高
い
先
怪
品
唱
を
持
ち
、
近
〈
は
高
間
博
士
や
森
本
博
士
の

如
脅
怒
田
仲
や
一
般
枇
合
文
化
の
滋
淫
に
安
献
し
た
大
先
輩
を
脇
陣
し
な
が
ら
、
額
キ
の
事
情
か
ら
久
し
〈
狗
立
の
研
究
設
表
機
関
に

慈
ま
れ
な
か
ヲ
た
。
元
も
嘗
っ
て
商
問
博
士
主
宰
の
下
に
「
カ
メ
ラ
令
殺
害
」
と
し
て
、
駒
井
徳
一
二
、
栃
内
腿
次
其
他
扱
氏
の
貴

重
な
文
献
を
世
に
会
ヲ
て
ゐ
る
。

ζ

の
カ
メ
ラ
舎
は
カ
メ
ラ
ル
ゲ
イ
ツ
セ
シ
シ
ャ
フ
ト
に
悶
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が

只
今
は
農
業
経
済
教
室
同
窓
舎
の
名
穏
と
し
て
存
し
別
倒
に
滋
注
し
て
ゐ
る
。
き
て
出
版
に
就
て
は
特
に
様
専
の
支
障
が
績
は
っ

て
ゐ
た
。
新
う
し
た
穏
に
兎
も
角
七
十
銭
闘
の
研
究
舎
と
六
般
の
論
議
を
持
つ
ま
で
に
辿
り
づ
い
た
こ
と
は
、
傑
令
最
初
の
期
待

を
充
分
に
未
だ
果
し
て
居
な
い
に
も
せ
よ
願
み
て
若
干
の
歓
び
を
健
え
る
。

。

パ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
も
仰
ほ
多
少
残
っ
て
ゐ
る
か
ら
御
希
望
の
方
は
諜
球
を
羽
し
て
な
り
又
は
直
接
本
舎
に
な
り
御
申
込
を
乞

A
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